
豊田市は、中間貯蔵・環境安全事業株式会社（JESCO）が行う豊田 PCB 廃棄物処理事業にお

ける安全性の確保及び周辺環境の保全のため、「豊田市PCB処理安全監視委員会」を設置し、PCB

廃棄物が安全・確実に運搬・処理されることを監視しています。 

今回は、令和３年度第１回目の安全監視委員会の内容についてお知らせします。 

1 豊田PCB廃棄物処理事業の状況報告     

JESCOから、以下の報告がありました。 

（１）PCB廃棄物処理実績 

変圧器類
（台）

コンデンサ
ー類（台）

廃PCB
油（本）

保管容
器（箱）

R３.４～ 
R３.７ 

11 619 74 88

R２ 
年度 

88 2,721 371 363

累計 
処理量 

2,464 76,334 1,706 2,972

（２）PCB廃棄物受入進捗率 

変圧器類
コンデンサ
ー類 

廃PCB
油 

保管 
容器 

R３.７末
時点（%）

98.1 98.4 ※88.3 81.2

※登録本数当たりの処理率 

（３）PCB廃棄物未搬入状況（登録数－受入数） 

変圧器類
（台） 

コンデンサ
ー類（台）

廃PCB
油（本）

保管容
器（箱）

R3.７末
時点 

47 1,199 270 690

（４）周辺環境への影響の状況    

令和３年１月及び４月に実施した排気、排水

等の排出源モニタリング及び、大気、土壌等の

周辺環境モニタリングの結果は、いずれも管理

目標値、環境基準値等を下回っていました。 

（５）運転廃棄物の保管及び処理の状況

操業に伴い発生した運転廃棄物を封入した

ドラム缶を、令和３年７月末時点で施設内に 

５２３本保管しています。仕分けを行い、順次

処理を進めています。 

（６）収集運搬に伴う漏洩等のトラブルについて

受入検査時にPCB廃棄物からのにじみが確

認された案件が、令和３年６月に１件ありまし
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 令和３年９月３日（金）、令和３年度第１回目の安全監視委員会を開催しました。今回は愛知県で新型コ

ロナウイルス感染症緊急事態宣言が出されたことや豊田市内の感染状況を考慮し、書面による開催となり

ました。 

回 覧

○議 題   

１ 豊田 PCB廃棄物処理事業の状況報告について 

２ 豊田 PCB処理事業における豊田市の対応について 

３ 豊田市ＰＣＢ処理安全監視委員会への報告について（東海地区広域協議会） 

４ PCB廃棄物の処理完了に向けた環境省の取組について 



た。原因はPCB廃棄物の固縛方法が不適切

なものであり、当該の収集運搬事業者には、

補修したＰＣＢ廃棄物は補修箇所周辺に直

接固縛をしないよう指導するとともに改善

対策書の提出を求めました。７月６日に改善

対策書が提出され、作業員に対し、補修した

ＰＣＢ廃棄物の固縛方法や注意点、収集運搬

する前にPCB 廃棄物の破損や漏洩・滲みが

ないことの確認を、今まで以上に徹底するこ

と等を教育したことが確認できました。その

後、当該収集運搬業者による問題は再発して

おりません。 

（７）操業に伴う漏洩等のトラブルについて

前回の監視委員会から、令和3 年8 月末

までの間、「豊田ＰＣＢ廃棄物処理施設にお

ける事故・トラブル発生時の報告・公表基準」

に該当するトラブル等は発生しておりませ

ん。 

（８）地域とのコミュニケーションについて

施設見学の実績、関係自治区への情報提供、

地域協議会の実施等による情報公開の状況

について報告がありました。

２ 豊田PCB処理事業における豊田市の対応     

豊田市は、前回の安全監視委員会以後、

JESCO豊田PCB処理事業所に計４回立入検

査を実施し、行政検査や施設運転状況を確認し

ました。 

また、令和２年度冬季PCB環境モニタリング

調査（大気、河川水質、河川底質）を実施しまし

た。時期や年度により結果にばらつきはあるもの

の、いずれの結果からも施設稼働に伴う異常は認

められませんでした。今後も、PCB 処理施設の

稼働に伴う環境への影響を把握してまいります。 

３ 東海地区広域協議会からの報告     

PCB 廃棄物処理に係る東海地区広域協議会の

事務局である愛知県から、広域協議会が実施して

いる取組内容について報告がありました。 

令和３年度は処分期間の最終年度であることか

ら、ＪＥＳＣＯ登録未搬入（保管中・使用中）、Ｐ

ＣＢ特措法届出ＪＥＳＣＯ未登録（保管中）、電事

法届出・ＪＥＳＣＯ未登録（使用中）について、４

県８市、地方環境事務所、保安監督部、ＪＥＳＣＯ

豊田が情報共有を進めています。  

他の取組として、見落とし等による期限後発見防

止のための啓発資料チラシ作成、ＰＣＢ廃棄物処理

推進のため、月間（10 月）を設定し、４県８市一

斉に記者発表を行い、保管事業者や全ての事業者に

対して期限内処理やＰＣＢ有無の確認の周知を図

る、４県８市がそれぞれの地域で他県市の取組を参

考にしつつ、それぞれがベストと考える手法により、

期限内処理完了に向けた取組を最大限推進してい

くことなどが報告されました。 

４ PCB廃棄物の処理完了に向けた環境省の取組  

環境省から、以下の報告がありました。 

全国では、これまでに変圧器約98%、コンデン

サー約96%、安定器等約73％が処理されました。 

PCB 廃棄物の適正処理を促進する取組として、

テレビ CM の放映を予定しており、東海地区では

１０月の放映に向けた調整を実施中。また経済産業

省と連携し、１０月に全国５箇所（名古屋含む）で

事業者向け説明会の開催を予定しています。 

その他、中小企業者等の負担軽減措置として、高

濃度PCB廃棄物の収集運搬・処分費用の助成や日

本政策金融公庫における貸付制度の紹介、令和3年

度のPCB廃棄物の適正な処理の推進等に係る予算

における地方自治体への相談対応等の事業の報告

がありました。 

◆ 豊田市PCB処理安全監視委員会事務局
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